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主
要
娥
維
部
門
に
関
す
る
戦
後
の
比
較
的
最
近
に
於
け
る
設
備
投
資
に
就
い 

て
考
察
I
め
る
.に
擦
し
.て
、
先
ず
戦
後
め
主
要
繊
維
部
門
に
於
け
る
設
備
投 

資
の
推
移
に
就
い
て̂
観
を
' #
1 .
.て
置
く
事
と
す
^
。
■戦
時
中
に
曆
化
廃
却
が 

行
な
わ
れ
、
設
備
の
：生
産
能
力
が
お
お
ょ

.そ
過
去
の
最
盛
時
の.'
三
割
程
度

(

業
輝 

に
ょ
つ
て
差
が
あ
る

)

に
縮
少
し
た
繊
維
産
業
は
.、
設
備
容
カ
に
対
し
相
対
的
に 

過
大
な
需
要
の
下
で.ほ
ぼ
昭
和

11:

五

年

頃

に
至

る

間
：に
於
，て

設

備

の
量

的

復

tR  

が
I

に
進
展
し
、
.
こ
め
間
に
於
て
は
経
済
統
制
下
に
於
て
過
少
生
産
か
ら
の 

脱
却
が
主
眼
因
と
さ
れ
た
。
紡
毛
部
門
ほ
：こ
め
段
階
に
於
て
戦
前
最
盛
期
の
.設 

備
能
力
水
準
を
凌
駕
し
、
綿
紐
部
門
に
関
し
て
は
昭
和
一
一
四
年
の
四
百
万
.錘
制 

限
徹
廃
後
、
急
速
な
テ
ン
ポ
で
董
的
復
興
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
間
に
あ

っ
て
胄
^ | 

錘
数
に
於
て
経i
摸
を
遙
か
に
下
廻
る
規
模
を
も
っ
.霧

、
新
々
紡
の
簇
生

..

が
見
ら
れ
た0
-
次
い
で
昭
和
ニ

.

六
年
頃
以
降
に
於
て
は
朝
鮮
動
乱
ブ
ー
ム
に
依 

る
高
利
潤
を
契
機
と
む
-て
市
場
需
要
拡
大
に
対
応
す
る
設
備
能
カ
の
一
層
の
量 

的

発

展-'
>

相

俟
;-
?

て
戦
時
戦
後
の
空
白
期
に
よ
る
技
術
の
陳
腐
化
と
、
設
備
の 

酷
使
に
よ
る
老
朽
化
か
ら
の
脫
却
の
為
の
要
請
と
し
て
設
備
の
質
的
更
新
、
或 

は
近
代
化
が
漸
次
大
企
業
を
：中
核
と
，し
て
進
展

.
し
た
9

と
の

i

に
於
て
特
に 

.

化
繊
部
門
に
於
て
は
復
興
及
び
拡
張
の
テ
ン
ポ
が
顕
著
で
あ
り
、
就
中
、
レ
ー

ョ 

ン
部
門
で
は

.

ス
フ
の
回
復
は
人
絹

.
を
凌
駕
し
、
昭
和
ニ
九
年
に
於
て
戦
前
最
盛 

時

の

設

握

力

水

準
.
に
到
達
し
た
。
又
原
料
輸
入
依
存
度
の
低
い
ァ
セ
テ
ー
ト 

の
半
合
成
繊
維
、
，
ナ
ィ
ロ
ン
、
：
ビ
二

 

ロ
ン
等
の
合
成
娥
維
の
本
格
的
な
工
業
生 

産
化
が
急
速
に
進
展
し
た
：。
. I
n

述
の
合
理
化
要
請
に

.

対
処
し.

て

「

合
理
化
促
進 

法」
が
淛
定
さ.
れ
合
理
化
機
械
の
輸
入
税
免
除
、
特
別
償
却
制
度
の
実
施
、
新 

:

製
品
の
法
人
谳
免
除
等
の
措
置
：に
よ
り
設

P

近
代
化
の
促
進
が
行
な
わ
れ
た
。 

又
合
理
化
投
資
：の
結
果
、
品
質
の
向
上
が
綿

^

、

レI

ョ
ン
.
等

に

於

て

顕

著

で

あ
り
、.
又
特
に
労
働
生
産
性
の
向
上
は
著
し
く
進
展
し
i

に
於
て
は
ス
ー
パ

I

 

.

ハ
.イ
ド
ラ
フ
ト
化
、

ラI

ジ

.
パ

ッ

ケ

ー

ジ

化

、

.

二
ユ
一.
マ
.チ
ッ
ク
ク
リ.
ヤ

ラ
ー
の
採
用
を
キ
核
と
し
て
設
備
の
連
続
化
、
自
働
化
、

工
程
短
縮
化
が
行
な 

わ
れ
、
綿

糸一

梱
当
り
所
要
労
働
時
間
は
ニ
〇
番
手
換
算
に
於
て
全
部
門
で
は 

昭

和

三一

年
に
於
て
同1

1
.

五

年

の

四

八.

九
％

に
激
減
を
見
せ
、
労
働
生
産
性 

向
上
の
効
果
は
著
大
で
あ
る
。
又
、
化
戡
部
門
に
於
て
も
連
続
綠
糸

1

機
等 

の
M

設
備
の
導
入
が
進
涉
し
、
綿
部
門
と
同
様
に
労
働
生
産
性
の
向
上
は
顕 

著
で
あ
り
、

人
絹
糸
に
於
て
は
一
〇
〇
ボ
ン
.ド
当
り
雇
用
労
働
者
数
は
昭
和
ー
一 

九
年
に
於
て
は
昭
和
一

一

五

年

の

五

七

，
〇
％

に
低
下
し
て
い
る
。
夂
、
設
備
近 

.

代
化
は
生
産
性
向
上
と
相
俟
つ
て
コ
ス
ト
低
下
を
脔
ら
す
原
単
位
向
上
が
，計
ら 

れ
、
特
に
化
繊
部
門
に
於
て
は
そ
の
結
果
、

国
際
競
走
力
が
強
化
さ
れ
、
人

絹

. 

.

ス
フ
等
の
化
学
繊
維
の®

が
増
大
し
、

又
新
製
品
の
.

出
現
、
原
料
処
理
技 

術

の

進

歩

に

伴

つ

て

原

料

輸

入

の

讓

が

行

な

わ

れ

合

成

戡

維

の

発

展

に

'0

:

つ 

.

て̂

H
P

等

の

輸

入

簾

に

効

果

を

及

ぼ

し

た

。

か
か
る
発
展
の

.

反
面
、
綿 

譲

に

於

て

は

過

剰

投

資

の

影

響

が

現

^

れ
構
造
的
不
況
の
桎
梏
を
受
け
昭
和 

三

一

年.一
1

月

以

降

は「

繊
維
工
業
設
備
臨
時
措
置
法

」

施
行
に
依
^
増

錘

制 

限
が
行
な
わ
れ.
た
。
他
の.
繊
維
部
門
に
関
し
て.

^

展
の
'テ
ン
ポ
に
漸
く
停
滞 

傾

向

を

近

年

瓶

胎

し

そ

い

る

。
以
上
で
主
た
る
_

醫

業

の

戦

後

の

発

展

の 

概

逮

を

終

る

が

ノ

本

稿

に

於

て

は

代

表

維

部

門

に

関

す

る

比

較

的

最

近

に 

於

け

る

設

獲

資

に

就

い

；て
投
資
函
数
に
依
る
計
量
分
析
を
試
み
、
次
に
合
理 

化
投
資
に
よ
る
投
資
効
果
を
付
加
価
値
生
産
性
変
動
の
侧
面
が

.

ら
前
者
，と
同
様 

に
、
主
ー
に
計
量
的
手
法
に

_

し

て

分

析_
.

み

各

事

と

す

る
0
ぺ

■
. 

ニ
:

主
要
鐵
維
産
業
に
於
け
る

.

設

備

投

資

の

，評

量

的

分

析 
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■
 

«
 

*

:.

#

»
に
於
て
，は
主
要
戡
維
部
門
亿
関
す
る
戦
後
の
比
較
的
最
近
の
時
期
に
於 

け
る
設
備
投
資
の
枝
動
を
分
析
す
る
に
際
し
て
、
：
分
®

法
と
し
て
計
量
経
済 

学
に
於
け
る
投
資
函
数
に
依
拠
し
て
時
系
列
分
新
を
試
み
る
事
と
す
る
。
娥
維 

部
門
の
投
資
函
数"を
検
討
す
る
に
当
り
製
造•業
と
の
対
比
に
於
て
行
な
ぅ
^
と 

す
.る
。
震

行

動
.を
究
明
す
る
場
合
、
投
資
資
金
の
露
の
両
側
面
ょ
り
ニ
殆 

的
に
接
近
す
る
事
が
基
本
的
問
題
で.あ
を
が
、
以
下
示
さ
れ
る
分
析
は
主
に
投 

資
需
要
の
側
面
か
ら
朝
み
ら
れ
る
。
投
資
函
数
の
定
式
化
及
び
計
測
に
関
し
て 

は
投
資
行
動
原
理
か
ら
分
類
し
：て
産
出
高
と
固
定
資
本
量
の
即
時
的
調
整
を
表 

現
す
る
テ
ィ
ン/、ハー

ゲ
ン
等
に
依
る
単
純
加
速
度
原
理
、
指
数
的
分
配
ラ
ッ
グ 

.に
依
る
調
整
過
程.を
内
包
す
；̂
.コ.
.ィ
ー
，
.ク，.に
.ょ
る
修
正
加
速
度
原
理
に
基
づ
く 

分
析
が
先
i

げ
ら
れ
る
が
、.
こ
れ
ら
の
分
析
は
行
動
^
理
と
云
ぅ
ょ
り
は
寧 

ろ
技
術
的
原
理
：で
あ
る
が
、.次
は
企
業
者
の
行
動
的
意
図
、
即
ち
利
潤
動
機
を 

陽
表
的
に
示
す
も
の
とし
て

は

ク
一
ア
イ
ン
等
に
俵
る
利
'
®
理
に
基
づ
く
分
析 

と
陰
伏
的
に
含
蓄
：さ
せ
：る
容
カ
原
理
に
依
る
チ
工
ナ
リ
ー
の

.分
析
等
が
列
^
さ 

れ
、
夫
.々
の
適
用
分
野
に
於
て
貢
献
が
な
さ
れ
た
0
単
純
加
速
度
原
理
に
関
し 

:-

て
は
、
：：企
業
が
資
本
設
備
の
：ス

ト

ッ

ク

を

産

患

需

墨

加

に

対

し

て

醫

的 

く
 

^

狞
な
ぅ
と
去
デ
硬
直
的
な
仮
定
に
依
撖
し
、
又
景
i

動
局
面
に
於
け 

..
る
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
変
動
が
避
出
物
需
要
の
増
減
.と
完
全
.な
対
称
性
をも
つ
前

.提

.に
立
脚
し
、
か
か
る
非
現
実
的
な
仮
定.に
加
ぅ
る
に
舞
過
容
カ
§

に
ょ
る

...... 

•

V
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主
要
繊
維
産
業
に
：於
け

.

る

殼

備

投

資

の

針

量

分

# -
に
ょ
る
一

考

察

<



搽
I

果
、
或
は
技
^

に
基
づ
く
加
速
度
係
数
の
変
化
等
に
関
す
る
斟
酌 

が
な
さ
れ
な
い
ど
：茇
ぅ
批
判
が
輯
々
為
さ
れ
.る
。
こ
0
即
1

^
な
資
本
ス
ト
ッ， 

ク
の
産
出
高
に
対
す
る̂

に
対
して

；-

分
配
：一
フ
ツ
グ
に
依
る
漸
次
的
調-
 

整
過
程
を
表
現
す
る
コ
ィ
ー
ク
の
指
数
的
分
配
.ラ
ッ
グ
に
基
づV

資
本
ス
ト
ッ 

ク
'と
遊
出
高
間
の
適
宓
過
程
を
内
包
す
る
投
資
函
数
の
定
式
化
は
、
設
備
容
カ 

に
対
す
る
ラ)
ダ
を
も
つ
産
出
高
の
影
響

(

比
率
的
に
示
さ
れ
る

)

は
ラ
.ッ
グ
の'. 

増
大
と
共
に
比
例
的
に
減
少
す
る
関
係
を
前
提
と
す
る
。
上
.の
調
整
原
理
と
ト 

.レ
ン
ド
要
因
を
加
味
し
て
，
^
ィ
ー
ク
の
投
資
函
数
は
誘
導
さ
れ
る
が
、
理
論
摸 

型
と
し
て
資
本
丨
鹿
出
高
間
の
調
整
段
階
に
於
て
調
整
係
数
の
値
如
何
に
依 

り
、
又
期
間
め
違
定
次
第
でi

的
調
整
及
び
緩
急
の
差
を
示
す
漸
次
的
調
整 

が
表
現
さ
れ
、
単i

型
に
i

し
.て
上
の
関
係
を
表
現
す
れ
ば
力
レ:ッ
キ
ー
、

力

ル

ド

ァ

型

鬉

獲

、
及
次
ヒ
ッ
ク
ス
、
サ
ミ

H.

エ
ル
ソ
ン
：型
投
資
函
数
に
転 

形
さ
れ
ぅ
る
包
括
性
を
有
す
る
特
色
を
特
つ
。

.
併
し
、
他
面
に
於
て
資
本
ス
ト 

.ッ
ク
変
動
の
産
出
高
変
動
に
対
す
る
非
対
称
的
行
動
は
陽
表
化
さ
れ
る
が
企
業 

者
行
動
は
明
示
さ
れ
ず
、
又
今
‘期
資
本
量
に
対
し
て

 
一

の

ラ

ッ
グ
を
も 

つ
産
出
高
変
数
に
幾
何
級
数
的
に
偏
弾
力
性
を
付
与
ず
る
が
、
.先
験
的
に
そ
の 

函
数
型
と
相
俟
っ
て
か
か
る
ゥX.
イ

ト

付
与
す
る
事
は
、
そ
の
決
定
に
於
て
問 

題
が
あ
り
、.前
記
の
資
本—

産
出
高
間
の
構
造
に
関
す
る
仮
説
：の
検
定
を
通
し

_ 

て
初
め
て
コ
ィ
ー
.ク
の
投
資
函
数
に
依
拠
す
る
経
験
的
分
析
に
於
て
導
出
さ
れ 

る
構
造
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
で
あ
る
就
中
調
整
係
数
の
推
定
結
果
が
問
題
と
さ
れ
得 

ょ
ぅ
。
次
に
、
上
述
の
投
資
函
数
に
対
し
て
企
業
者
の
行
動
側
面
を
内
包
す
る 

投
資
函
数
と
し
て
加
速
度
原
理
か
ら
出
発
し
規
鞮
の
経
済
性
、
或
は
需
要
'に
先

■

三
〇

'.(

三 

0)

行
す
る
舞
過
容
カ_

に
.依
る
長
期
費
用
極
小
化
行
動
を
含
蓄
さ
せ
る
容
カ
原 

理
に
基
づ
く
チ>;
ナ

リ

ー

：：
の
|

^
函
数
が
あ
石
が
、
こ
こ
で
は
特
定
ラ
ッ
グ
に 

依
が
正
常
資
本
量
と
最
適
資
本
暈
間
の
調
整
反
応
だ
け
七
：か
示

.さ
れ
ず
、

S
 

本
係
数
.の
i

如
何
が
反
疮
係
数
、最
適
操i

暮
定
に
重
要
な
影
響
を
持
つ
。 

上
の
夫
々
の
投
資
函
数
に
於
て
：は
何
れ
^

I;

金
供
給
の
完
全
弾
力
性
を
前
提
と.
 

し
、
，
又

加

籠

原

理

？
、容
カ
原
理
に
於
て
：は
資
本
係
数
の
恒
常
性
を
仮
定

1
技 

術
水
準
の
変
化
に
対
す
る
考
慮
が
為
さ
れ
て
い
な
：い
。
次
に
ク
ラ
ィ
ン
の 

原
理
.に
基
づ
く
投
資
函
数
で
あ
る
が
期
待
利
潤
と
投
|

杂
の
内
部
供
給
、
及 

び
過
去
，の
資
本
蓄
積
の
.諸
効
果
が
包
摂
さ
れ
企
業
者
行
動
が
陽
表
的
に
明
示
さ 

れ
る
。
■以
上
：の
諸
投
資
函
数•の
適
用
に
於
て
は
、
資

金

面

(

投
資
資
金
依
存
関 

係)

等
の
金
融
的
条
件
、資
本
係
数
等
の
技
術
条
件
等
に
於
て
夫
々
一
定
の
ま
罾 

を
必
要
と
し
、.'
各
々
の
；条
件
の
充
足
に
於
て
初
め
て
現
実
的
な
適
用
可
能
性
を 

得
る
。
従
っ
て
以
上
の
投
資
函
数
を
我
が
国
の
特
定
の
産
業
部
門
に
直
接
的
適 

用
を
試
み
.て
分
析
を
行
なっ
て
も
^

M
す
べ
ぎ
結
果
の
導
出
は
困
難
で
あ
り
、 

其
処
.に
彼
我
の
与
件
的
或
は
構
造
的
異
質
性
が
介
在
す
る
。
即
ち
、
投

震

金
 

の
依
存
性
に
於
て
.戦
後
に
関
し
て
は
業
種
に
よ
つ
て
侬
存
度
に
開
差
は
あ

る 

が
：、'
1
:
般
_に
外
部
铱
存
度
が
相
対
的
に
戦
前
よ
り
高
位
で
あ
り
、
特
に
前
述
の
通 

り
昭
和
ニ
七
年
以
降
は
単
な
る
設
備
の
量
的
拡
大
の
み
で
な
く
、
技
術
水
準
の 

進
泰
に
伴
ぅ
設
備
近
狀
化
へ
の
投
資
資
金
需
要
は
投
資
誘
因
の
多
冗
化
と
相
俟 

っ
て
増
加
し
、’殊
に
資
本
集
約
度
の
高
位
で
あ
る
装
置
産
業

(

繊
維
部£：

内
で 

化
繊
部
門)

に
於
て
は
そ
の
傾
向
が
濃
曝
で
あ
る
。
従
っ
て
、
既
述
の
諸
投
資 

函
数
に
於
て
特
に
問
題
化
さ
れ
て
い
な
い
投
_

金
の
外
部
金
融
に
関
し
て
は

考
1
さ
る
、へ
き
多
分
の.佘
地
が
&.
る
ょ
ぅ
に
思
ぇ
る6
又 > 

資
本
使
用
盼
皮
術 

碎
新
の
簿
入
に
基
つ
く
技
術
水
準
の
変
化
に
関
し
て
目
さ
れ
る
必
要
が
.あ 

り
、
長
期
的
视
野
に
於
け
る
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
産
出
高
に
対
す
る
技
術
的
関
係

.
 

C

資
本
係
数
}
の
推
移
に
就
い
て
は
、.昭
和
ニ
七
年〜

昭
称
三
四
年
に
関
し
て
戤 

M
産
業
の
主
要
企
業
の
範
囲
内
で
は
、
操
業
度
変
動
等
に
依
る
サ
ィ
ク
ル
に
、

.
軽
微
で
.あ
る
が
ト
レ
.ン
ド
■

が
存
在
し
技
術
水
準
の
変
化
が
窺
知
さ
れ
癸 

又
、
上
の
.場
合
固
®

本
の
成
長
率
は
産
出
高
成
一
長
率
を
若
干
度
駕
す
る
事
態 

が
見
ら
れ
る
'点
か
ら
潜
在
的
に
限
界
資
本
係
数

(

加
速
度
乗
数)

.は
■平
均
資
本
係 

数
ょ
り
稍
大
な
る
傾
向
を
も
つ
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
以
'上
ひ
点
か
ら
資
本
係 

数
又
は
加
速
度
乗
数
を
安
矩
的
な
関
係
で
投
資
函
数
に
導
入
す
る
事
は
長
期
分 

析
に
は
問
題
で
あ
る>°」

の
肋
題
に
対
処
す
る
に
は
、
上
の
構
造
係
数
.に
ト
レ
' ン 

ド
を
導
入
す
る
形
に
ナ
る
か
或
は
比
較
的
短
期
分
析
に
留
め
る
か
で

あ

ろ

：

ぅ
。 

以
後
の
—

に
於
て
は
前
途
の
諸
投
資
函
数
を
参
照.し
つ
つ
、
又
経
済
的
条
件 

の
‘

を
―

し
て
現
実
的
視
点
に
於
て
具
体
的
に
資
料
の
検
討
の
上
で
投
資 

既
敷
の
矩
式
化
とf-
f
'抑
を
単
純
モ
デ
ル
で
：試
み
る̂
と
す
る
。
：従
.っ
て
、
；本
節 

で
行
な
わ
れ
る
分
析
の
意
図
は
纖
維
部
門
に
於
け
る
投
資
行
動
原
理
の
究
明
で 

あ
り
、：

投
資
の
構
造
的
把
据
へ
の
接
近
で
あ
る
°
繊
維
部
門
全
体
に
わ
た
る
網 

^
§
分
祈
は
こ
こ
で
一
.7K
さ
れ
ず
主
要
部
門
に
関
し
て̂
み
ら
れ
る
。
以
下
に
於 

て
共
通
す
る
質
か
ら
説
明
す
る_
と
す
る
が
、
最
初
に
投
資
の
量
的
把
握
、 

又
は
表
矛
沒
で
あ
る
が
、
資
本
量
表
示
と
し
て
は
通
例
に
従
っ
て
価
額
と
物

 ̂

タ
ー
A
が
夫
々
資
料
に
即
し
て
採
ら
れ
、
価
額
表
示
の
場
合
、
.ま

析

中

で

は 

概
ね
ノ
ミ
ナ
ル
で
表
示
さ
れ
物
的
タ
'丨
.
ム

の
場
合
は
設
備
容
カ
か
塵
業
の
場

主
‘要
繊
維
囊
に
於
け
る
設
備
投
資
の
計
量
分
析
に
よ
る
一
考
察

合
は
精
級
機
の
設
備

_数で
表
示
さ
れ
る
も
办
と
し
、
授
資
量
は
通
例
的
に
は 

差

Mと
し
て
取
扱
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
連
続
す
る
ニ
期
の
資
本
量
の
比
率 

'

 

と
し
て
取
扱
ぅ
事
と
す
る
の
で
倍
数
関
係
に
於
て
表
現
さ
れ
る

事
と
な

:

り
i

藎

含

近

似

す

る

。

;
.
« 

1
;
t
^
i
. 

■ 
-

- 

. 

.

.C

. 

.

.

.

こ

の

比

囊

示

は

産

出

高

(

或
は
売
上
高)

等
の
場
合
に
も
適
用
さ
れ
る。
.
_

 

:

産
出
高
表
示
に
関
し
て
は
固1

本
の
.場
合
と
同
様
に
価
額
表
示
と
®

里
表
示 

が
夫
々
の
資
料
に
対
疮
し
て
行
な
わ
れ
る
が
、
前
者
の
場
合
、
^
ね
ノ
ミ
ナ
ル 

で
行
な
わ
れ
、. .
:®
合
に
依
っ
てリ

T
ル
で
採
ら
れ
る
。
こ
こ
で
価
額
表
汞
と
物 

的
表
示
の
場
合
の
相
違
に
就
い
て
乾
干
付
言
し
て
置
く
必
耍
が
あ
る
。
資
本
量 

に
関
し
て
は
物
的
表

1.1

を
採
る
場
合
、
価
額
表
示
と
は
異
質
的
次
冗
で
捉
え
ら
.
 

れ
亚
常
操
業
度
に
於
け
る
物
的
遊
出
能
力
の
み
の
観
点
か
ら
把
握
さ
れ
、
直
接 

的
て
あ
り
規
定
的
で
，あ
る
が
、
設
体
か
ら
見
れ
ば
部
分
的
で
あ
り
限
定 

的
で
あ
る
。
.こ
れ
に
対
し
て
価
額
表
示
の
場
合
は
設
備
ニ
式
が
包
括
的
で
あ
り 

価
値
的
■
面
で
钯
握
'さ
れ
.る
が
、
そ
の
場
合
に
於
て
、
.
両

者

の

^

^

の

変

化 

は
同
一
の
事
態
を.意
味
す
る
も
の
で
な
い.0
今

、

両

者

に

^

て

或

量

の

増

加

が 

ぁ

っ
た
場
合
、
物
的
表17K
の
場
合
は
' 
坐
産
能
力
の
：増
大
効
果
、
或
は
規
模
適 

正
化
効
果
等
の
諸
効
果
の
，

「

部
、
又
は
全
部
を
意
味
す
る
が
、
価
額
表
示
の
場 

.

合
は
評
価
上
の
問
題
を
除
い
て
こ
れ
ら
の
効
果
を
発
現
す
る
場
合
だ
け
と
は
限 

定
さ
れ
ず
、
近
代
的
投
資
の
主
目
標
で
あ
る
労
働
生
産
性
向
上
の
為
の
技
術

 ̂

新
を
H

す
る
0
:例
え
ば
生
摩
工
程
の
：短
縮
化
、
連
続
化
、
1

化
、

i
 

化
等
を
意
図
^
る
所
謂
合
理
化
投
資
の
場
合
を
も
内
包
す
る
事
と
な
り
、
，
前
者 

ょ
り
、
多1R

的
効
果
を
包
摂
す
る
事
と.な
る
。
併
し
、

：

評
価
上
に
^
て
異
時
間

H
l 

C 
三
.
一.

)



^
は
問
題
を
坐
じ
易
い
。
：；：次
乾1

咼
：の
：面
^

€
る
が
^

^
衆
の
：場
合
は
生
ー

産
物
が
等
質
化.
■
品

具

規

格
i :
手〕

*
©
-童

汾

靈

さ

链:;
°
鑛

表

ー

ザ
 

:0;
場

墓

鹿

物
©
上
記
©
耩
成
^
のi

が
包
含
ざ
れ
る
。：、：次E
、;g
^
 

、す
苍
資
料
に
就
い
て
掘
述
す
る
と
。
物
的
資
料
1
:し
^
は
:5
1
避
^

^
、；
日
沐
：
 

^

^

^

*料
を
使
用
し
9
.価
額
表
承
の
場
合
は
：

】

1
1藝

黎

使

用

し

併

せ

て

：
 

囲
が
ほ
律
1

_
る
0

*

;料
を
猨
用
す
各
亊
と#
を

;0
物
瓶
表
亲
の
：
 

場
食
は
宍
：々

の
部
門
で
包
括
襲
料
で.お
る
が
。
価
額
表
示
ひ
場
合
は
各
部
門 

'共
前
記
の
資
料
の
利
用
办
商
か
ら
代
表
的
な
企
業
ば
限
定
：さ
れ
せ
小
規
摸
企
業 

に
関
し
て
は
除
外
さ
れ
る
。
次
に
：投
資
函
数
の
海
式
化
に
於
け
各
函
数
製
及
び

.
 

説
明
変
数
の
問
輝
で
あ
石
が
、
金

i
举^

1
:

ゼ
使
用
し
、
-.
部
は
来
行
的
に 

§

謹

を

使

用

し

だ
.0
前
者
が
。

C

ラ
：メ 

Iタ：：

>
-推
宠
に
於
弋
は
限
#
係
数
 
一'

. 

I
'

T

ぶ
'
.定
、
後
者
は(

個)

30上

図〕第

33上

31上

32上

31下
32下

33下

20 8.40 8.60 8.80 9.00 9.20 % 
製造業に於ける投資と r t~' 
贷 出 金 利 と の 相 関 ：

1.15

1.13

,11

.07

.05

•03

Kt
Kt-

、
弾
力
.：
性

-:
'
:
:
案

と

パS

1

HI
J

提
に
依
拠 

「
す
る
事
と
な
る
が 

へ
先■

に
何
れ€
 

妥

当

で

あ

る

か

.
を 

決
定
す
る
事
が
出 

来
な
ぃ
め
で
場
合 

に

依

？
て
併
用
，さ 

れ

る
P

次
に
説
明 

.変
数
の
選
定
で
あ

」

る
.が

市

場

办

書

要

変

動

衫

需

要

動

向

に

対

ず

石

期

待

を

含

意

さ

.せ

る

為

に

産

出 

_
'
:
:$'

へ
は
売
產^

宏
:>

又

炎

囊

の

.荆

潤

議
::
'(

或

，は

期

待

ビ
^

,
感

利

聘#

、
^

に

外

部

資

盗

：の
：需

要

を

意

味

多

せ

.る

為
£

金

融

機

_

の
食
出
平 

均

金

利

を

、
又

過

去

の

.
資
本
蓄
積
と
そ
の
テ
ン
ポ
の
効
果

(

投
資
機
会
の
存
否 

を
含

む>
.
を

意

味

ず

る

為

に

過

去

の

資

本

ス

：

ト

，
マ
，
ク

変

化

を

夫

：々

：
説

明

変

数

と

.

.!>
:
:で
導
^

事

ど

ず

石

：が
^
上
記
の
産
出
高
ぬ
於
で
は
戦
後
の
需
屋
造
の

■ 

変
動
は
か
な
り
顕
著
で
あ
り
、
従
っ
て
例
え
ば
三
菱
資
料
を
使
用
す
る
場
合
、 

5
の
資
料
が
主
要
会
社
別
匕
壽
さ
れ
て
い
：：

$
:の
：
セ

業

湩

か

ら

云

：っ

て

統

合

： 

:的
负
あ
り
、
従
ら
セ
投
資
需
要
が
特
矩
办
§

業
に
於
で
如
何
な
る
需
要
目
録

;

■'
.
の

変

似

に

対

処

し

て

誘

発

さ

れ

投

,95 0.96 0.97 0.98 0.99 1.00 1.01 1,02 1.03 
化戡(七社)に於ける投資と n
貸出金利と0 相M r t

Kt 1.18

1,14

1.10

IM

1.02

Kt

_
資
額
が
配
分
さ
れ
る
か
等
の
問
題 

に
関
し
.て
は
分
析
す
る
事
が不
可 

.熊
で
あ
る
。
' 

:

か
か
る
ミ
ク
ロ
な
投 

資
決
定
の
場
に
関
す
石
問
題
を
回 

避
レ
て
マ
グ
ロ
な
視
点
に
於
け
る 

伝
f

な
字
法
に
基
づ
く
分
析
に 

依

:0
て
繊
維
部
門
に
於
け
る
設
備 

投
資
の
投
資
函
数
に
依
る
分
析
の 

第
一
次
接
近
と
す
る
。
上
述
の
諸 

説
明
変
数
以
外
に
検
討
さ
る
べ
き 

変
数
の
幾
多
が
存
在
す
る
が
こ
の 

限
度
に
留
め
る
事
と
し
た
。
次
に

骑
1

0

I

t

M

t泡

3

S
: 

^
0
0
0
0
$

——

I 

Y
r
f
v 

.
1 7zt—

T
—
：c

 

存
5
次
法
橘
：t

M

M̂f
^
l̂
-v
o 

ノ

分—
1

ォ

^

丨\

丨1

c
w
f 袋

科X

 >

 

,

y

i 

S

L
 
醤

馘
a

f

f?
-

^

p

>

デ
夺
沛
»

K

 

g
n勐
觀
桊
燦
，

S
.

L

存
俩
萬
識p 
M

.

b§
i

p 

*
9ン

戦

後

の.
投
^

^

金

の

外

部

依

存

度

の

大

な

各

事

実

に

微

し

て

投

資

の

説

明

変

数 

と

し

て

資

出

金

利

の

導

疋

を

速

べ

て

置

い

；た

が

、

と

と

で

投

資

と

貸

出

金

利

の

' 

相
関
を
第
一
図
及
び
第
ニ,

荥
す
事
と
す
る
。0
:
:
.

:

日
銀
資
料
に
.ょ
.

遺
別
の
全
麗
行
平
均
貸
出
金
利
か
ら
各
期
別
の
訐
算
を 

行
な
い
、
相
関
度
の
面
か
ら
興
造
業
に
関
し
て
は
そ
.の
^
対

水
準
を
、
.

又
化̂̂

二織

業

に

就I:

て
は
そ

の

.対

前

期

比

を

採

；り

、
':

,

,

昭

和

芝

〇

年

上

期

ょ

り

0

一
一
.

一
一
一
年
：

主
要
織
雜
避
業
^
於
け
：る
設
備
投
資.の
許
量
分
析
に
よ
る
一
.考
察

下

期
.に
至
：る

八

期

間

に

関

し

.て

図

示

す

る

事

と

す

る

-°
:
両

相

関

図

ょ

り

観

察

し
 

て
得
ら
れ
る
傾
向It
、：

理
論
的
に
整
合
的
で
あ
る0 
;他

の

麗

明

塞

に

関

す 

一
る
相
関
図
及
顧
示
す
る
事
は
猶
略
す
る
。

7

次
に
計
測
期
間.で
あ
る
が
、
第 
一
0 

及

び

第

一

碧

に

於

け

名

分

析

結

果

：装

で

示

さ

れ

る

が

括

一

；
的

で

は

な

く

、

三 

M

料

に

載

务

場

合

对

概

ね

招

和

ー

一

七

年

以

降

に

就

：い

.て

期

別

資

料

に

関

し

て 

.
八

塞

十

期

程

度

浅

景

気

循

環

の

—
或

は

U
.

サ
イ
ク
ル
程
度
を
包
含
ず
る
関

\

:

,

'

三

三
' (

三
三)



第 二 表 計 測 結 果 ⑵ . 逋 齡 ，日本難協会，化 随 会 浦
Ir""'111111 11 '   r,.i w " .   '

期 間 観察 説明変数 ラ '/ グ
h R 面数型

/

資消度数 X I 0 V

1 ' 全 綿 _紡 ,
昭和
26下〜31下 10 0.0875 0.5252 1 1 1.009 0.9171* L .L 期另1

2 〃 n ‘， 10 0.0753 0.4761 1 1 0.4662 0,8949* S. L //
3 新紡，新々钫 // 10 0.0779 0.4983 0 1 0.4601 0.9034* S. L //
4 新々紡十社 II 10 0.5231 0.0230 0 1 0.5620 0.8312* L .L n
5 レーヨン 25 〜32 7 1.455 0 -0.4834 0.8977* S .L 年兄
6 ( 〃 ) 5〜 12 7 1.814 1 0.7583 0.9116* L .L //
7 合 織 28〜34 6 0.4715 -0.5481 2 1 1.442 0.8912 L .L "

〔第 三 図 〕 •

(紡 離 )

K , .
i t  X トは設備’容力の変イ匕うX は産出高変化率，

期
の
ラ
ッ
グ
を
伴
ぅ
売 

上

高(

需
要)

双
ル
及 

ぴ
一
期
の
ラ
ッ
ダ
を
伴 

ぅ
投
資
に
対
し
て
稍
感 

庙
的
で
あ
る
。
今
期
投 

資
に
対
し
て
前
期
投
資 

が
正
の
相
関
を
示
す
の 

は
、
授
資
機
会
の
存
在 

を
含
意
す
る
も
.の
と
解

さ
れ
、
刺

子

謹

動

に 

対
し
て
相
当
感
硌
性
を 

示
す
の
は
、
外
部
資
金 

依
存
度
の
高
い事
■

を 

反
映
-L
、
又
売
上
高
変 

動
が
多
少
の
■影
響
を
17K 

す
の
は
、
軽
微
で
は
あ 

る
が
加
速
度
効
果
を
意 

味
す
る
も
の
と
解
釈
さ 

れ
る
。
上
述
の
三
つ
の 

説
明
変
数
の
向
時
導
入 

は
当
談
期
間
の
計
測
に 

於
て
多
重
共
線
性
の
影

響
が
見
ら
れ
る
の
で
表
示
を
避
け
た
。
又
利
潤
変
数
を
導
入
し
た
場
合
も
良
好 

な
相
関
を
：蕾

な

か

っ

た

。
次

に

讓

業

一

般

袅

い

て

計

测

麗

に

寧

の 

ず
れ
が
あ
る
が
第■1

表
中
の
ケ
ー
ス
⑷
及
び
ケ
ー
ス(5
)
に
関
し
て
篏
！

f

の
関
係 

を
示
す
と
第
三
図
及
び
第
倒
因
の
通
り
と
な
る
。
第
三
図
に
冷
て
は
前
期
の
売 

上
高
変
t
及
び
三
期
の
ラ
ッ
ダ
を',
#
ぅ
先
行
す
る
投
資
を
説
明
変
数
と
し
て
単 

純
線
型
の
}
^
に
於
け
る
計
測
上
の
，理
論
値
と
、
'実
際
値
の
変
動
を
昭
和
一
一
八
年 

下
期
ょ
り
同
塞j

年
上
期
に
至
る
期
間
に
関
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
該 

期
間
に
於
て
は
景
気
裯
澴
の
一
.サ
イ
ク
ル
以
上
を
含
む
。
.嵌
線
の
適
合
度
は

^

. 

三

五

(

一
一
一
五

)

主
樊
繊
維
鹿
業
に
於
け
る
設
備
投
資
の
趴
量
分
析
に
よる一
考
察

係
と
な
る
。
通
産
猶
資
馨
に
依
る
物
的
資
料
に
依
る
場
合
は
大
体
昭
和
二
五 

_年
度
以
降
に
関
し
て
行
な::
5
亊
と
な
る
が
、
綿
美
茱
の
場
合
は
制
度
的
な
面
.
 

か
ら
昭
和
三
一
年
度
以
降
は
離
意
味
で
あ
る
の
で
、
こ
の
.
_
0
2に
吧
ま
さ
れ 

る
琪
と
な
る
0
,各
投
資
®
数
に
於
け
る
最
小
自
乗
推
定
法
に
依
る
構
造
。ハ
ラ
メ 

I
タ
ー
及
び
そ
の
他
の
特
性
値
に
関
す
る
計
測
結
果
は
、
菡
双
■
を
含
め
て
第 

.
一
表
と
第
二
表
に
於
て
一.括
表
示
さ
れ
る
が
、
こ
こ
でI
は
資
本
ス
ト
ッ
ク
の 

対
前
期
比〈

又
は
対
前
年
比)

で
あ
り
、
投
資
を
前
述
の
意
味
で
示
す
。
又
説
明
変 

数
中
の
Y
は
産
出
高
C
Xは
売
上
高)

を
示
し
、,，

は
売
上
総
利
#
を
示
し
、
で
は 

各
期
の
平
均
貸
出
金
利
を
示
す
が
、I
以
外
も
夫
々
対
前
期

(

又
は
年)

比

.で
あ 

る
が
製
造
業
部
門
のr
は
昭
和
一
一
九
年
上
期
を
基
準
と
し
て
指
数
化
さ
れ
て
い 

る
。
各
説
明
変
数
を
夫.々

の
投
資
函
数
に
導
入
す
る
場
合
、Y

i
冗
と
の
間
に 

は
か
な
り
の
内
部
相
関
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、

.
か
か
る
説
明
変
数
の
組
合
せ
に 

依
る
同
時
導
入
は
出
来
る
だ
け
回
避
し
た
。
更
に
又
と
.
1と
の
場
合
で
あ
る 

が
、
Y
が
先
行
す
る
I
に
侬
つ
て
産
出
高
増
大
効
果
を
比
較
的
。ハ
ラ
レ
ル
に
誘 

起
す
る
場<

眷
に
於
て
は
、
こ
れ
ら
の
説
明
変
数
間
に
就
い
て
と
同
様
、
内
部 

相
関
を
生
じ
そ
の
結
果
多
重
共
線
性
を
沄
す
_
態
の
発
生
が
想
定
さ
れ
る
。
従 

つ
て
資
料
上
で
夫
々
の
相
関
を
検
討
し
て
問
題
が
あ
る
場
合
は
回
避
し
た
。
次 

に
綿
•
ス
フ
I

業
の
場
合
、
表
中
の
函
数
型
に
於
て
は
良
好
な
相
関
を
示
さ 

な
か
つ
た
の
.で
コ
.

ィー

ク
の
指
数
的
分
配
ラ
ッ
グ.に
依
る
資
本
ス
ト
ッ
ク
と
産.
 

出
高
問
の
調
整
過
程
を
示
す
投
資
函
数
に
ょ
る
計
測
と
、
又
そ
れ
以
外
に
利
潤 

変
数
を
説
明
変
数
と
し
て
導
入
し
た
場
合
の
投
資
函
数
に
基
づ
く
計
測
を
昭
和 

二
八
年
下
期
よ
り
昭
和
三
三
年
上
期
に
関
し
て
、
夫
々
計
測
を
試
み
た
。
：こ
れ

H
四

'
.(1

二
四)

ら
の
計
測
結
果
は
次
の
通
り
で
あ
る。

.

: 

R
H0
OO
0
4
1

(5 
蜜

發

斜 
8 

s
 

.
 

^
.
1
• 

^

o

i
 

.

w

n

o

.

l 

(

5
次
法
韻
；

t

銶) 

で
あ
る
。
従
つ
て(l
'
)の
コ
ィ
ー
ク
式
に
侬
る
殳
双
結
果
に
^
し
て
そ
の
構
造
パ 

ラ
メ
ー
.タ
I
に
就
い
て
付
言
す
る
と
、
先
ず
資
本
ス
ト
ッ
.ク
r
対
す
る
今
^
の 

産
出
高
の
偏
弾
力
性(

反
応
係
数)

は
〇•

五
ニ
三
九
で
あ
り
、
前
期
の
産
出 

高
の
そ
れ
は
〇
.
四
五
，七
〇.で
あ
り
、
調
整
係
数
は
〇.
八
七
五
六
と
茇
ぅ
結 

果
が
導
出
さ
れ
る
。
次
に
、
通
産
省
及
び
日
本
紐
績
協
会
等
に
依
る
物
的
資
料 

に
塞
づ
く
前
に
定
義
さ
れ
た
資
本
ス
ト
ッ
ク
及
ぴ
産
出
高
の
物
的
表
示
下
に
於 

け
る
計
測
結
果.に
関
し
て
は
第
二
表
に
於
て
同
様
に
示
さ
れ
る
。'

'
第
二
表
に
於
て
示
さ
れ
る
通
り
綿
襲
及
び
レ
ー
ヨ
ン
部
門
に
於
て
最
小
自 

乗
推
萣
法
に
ょ
る
計
测
が
行
な
わ
れ
だ
が
、
綿
i

業
に
関
し
て
綿i

全
体 

と
新
紡
、
新
々
紐
、
及
び
新
々
紐
十
社
を
任
意
抽
出
し
た
場
合
に
於
.て
計
測
を 

試
み
た
が
、
十
大
紐
に
関
し
て
は
昭
和
一
一
六
年
以
降
増
錘
が
比
較
的
僳
少
で
あ 

る
の
で
計
測
が
ら
除
外
し
た
。
次
に
第.一
表
、
第
二
表
で
示
さ
れ
る
計
測
結
果 

の
..吟
味
を
試
み
る
事
と
す
る
。.以
下
考
察
を
進
め
る.に
際
し
て
表
.の
順
序
に
従 

ぅ
が
、'第
一
表
の
中
で
妨
織
業
部
門
と
の
対
比
の
意
味
で
製
造
業
一
般
に
関
す 

る
計
測
結
果
を
示
し
て
置
い
た
の
で
、
先
ず
製
造
業
の
投
資
行
動
に
就
い
て
言 

及
す
る
事
と
す
る
。
製
造
業
に
於
.て
ば
相
関
度
は
充
分
に
は
統
計
的
に
満
足
さ 

れ
る
も
の
で
な
い
が
貸
出
金
利
の
変
動
に
対
し
て
か
な
り
弾
力
的
で
あ
り
、

一



分

で
'^
い
.が
、.

ね̂
'夫
_々
'
.の
変
動
.
.の
態
様
は
：ァ
ナ.ロ
ガ
.
.
.
ス
.な
関
^
と
；な
る
。
ニ..
 

つ
の
ブ
ー
ム«

に
於
て
找
か
な
り
_
^
,
生
ず
>̂

が
ほ
ぼ
前
述
の
各
説
明
変
数 

は
.、
当
觀
間
の
投
資
漏
の
説
明
に
就
い
：て
^

^
な

要

因

ヤ

あ

ろ

^
;°
次

に 

_第
四
図
に
於
て
は
矿
記
め
説
明
変
数
以
外
に
貸
^
.
利̂
，.の
変
化
^
を
説
明
？:
数 

に
加
え
て
昭
和11

九
卑
下
期
ょ
り
同
三
三
年
下
期
に
亘
り
景
気
循
環
の
；

I

サ
ィ 

ク
ル
に
関
し
て
計
測
を
行
な

」

っ
た
場
合
の
嵌
線
を
示
す
。
こ
：の
隳
合
、
，

.相
関
度
'
 

.は
稍
、向
上
し
、
就
宴
出
金
利
変
動
に
対
じ
て
か
な
り
弾
力
的
で
あ
る
の
は
製 

造
業
の
場
合
と
！
：
^
に
外
部
金
融
に
対
す
る
投
&

金
依
存
性
の
高
い
事
清
を

.

■

 

.、」

H
六
.

:

Q

H

O

 

説
明
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
こ.七
で
留
意
さ
る
べ
き
点.は
ー|
|期
の
.ラ
^

グ
を 

伴
づ
先
行
す
;.
§
艰
資
が
冷
溯
投
資
に
負
の
効
果
を
も.つ
点
_で
あ
る
が
、

:\」

の
関 

_

は
投
資
機
会
の
枯
渴
を
直.ち
に
意
味
す
る
も
の
；で'^
く
投
資
が
景
気
変
動
の 

局
面
に
：即
^
し
て
波
状
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る
事
態
を
表
現
す
る
も
の

と
解
さ 

れ
る
。
次
に
：化
鐵
鎮
業
に
関
し
て
検
討
す
：る
に
際
し
て
前
と
同
様
に
第
一
表 

の
ケ
丨
ス
(6
)
と
(7
)
:に
関
し
：て
は
第
五
図
、
ヶ
丨
ス(1
0
)に
関
し
て
筵
六
図
に
於 

.て
篏
線
の
;^
態
々
図
示
す
る
。
ヶ
ー
ス(6
)
に
於
て
は
説
明
変
数
と
し
て
売
上
高

変
化
及
び
三
期
の
ラ
ッ
グ'
 

を
伴
ぅ
先
行
す
る
投
資
、 

ヶ
ー
ス
(T
)
に
於
て
は
_刖
の 

売
上
高
変
化
に
対
し
て
利 

潤
変
化
を
代
置
し
た
場
合 

の
投
資
函
数
に
就
い
て
の 

計
測
結
果
で
あ
る
。
第
五 

図
で
示
さ
れ
る
通
り
何
れ 

の
場
合
も
理
論
値
変
動
は 

類
似
し
た
パ
タ
ー
ン
を
示 

す
が
第
五
図
の
昭
和
二
八

年
上
期
ょ
り
同
三
ニ
年
下 

期
に
於
て
、
こ
れ
を
前
期 

と
^
^
に
仮
り
に
分
割
し 

て
観
察
す
れ
ば
、
前
期
に

於
て
ヶ
|
ス
.(
6
>
 

は
篏
線
の
適
合 

は
.良
好
で
あ
る 

が
i

に
於
て
.
 

は
若
干
乖
離
が
.
 

散
見
さ
れ
る
。 

又
ヶ
ー
ス
(r
).
に 

於
て
は
i

の 

rB
離
は
多
少
ヶ 

I
ス
的
よ
り
小 

で
あ
る
が
前
期 

の
中
、:-
昭
和
ー
一

八
年
上
期
の
乖 

簡
が
大
き
い
。

業

一

般
の
場
合
と
！
^

に
一
一つ
の
ブ
1

A
期
に
於
け
る
理
論
値
は
過
少
推 

定
で
あ
る
。
：
第
六
■

於
て
は
売
上
高
変
化
と
三
期
f

ッ
グ
を
f

先
I
 

資
及
び
貸
出
金
利
を
説
明_

と
し
て
導
入
し
た
場
合
の
結
果
を
录
す
が
、
召 

和
ニ
九
年
下
期
よ
り
同
三
三
年
下
期
に
至
る
景
気
循
環
の
一
サ
ィ
ク

' ル
に
冷 

て
、
相
関
度
も
か
な
り
満
足
す
ベ
き
も
の
で
あ
る
。
ど
.と
で
は
加
速
度
効
果
も 

か

な

り

嘉
.で
あ
り
、'
相
対
的
に
高
位
の
又
外
部
^

^

達
の̂
«
も
^

_

|

力

内

て

^
本
集
；̂

^
な
装
置
産
業
で
あ
り
、
..又
投
資
率
も
相
対
的

に
高
位
で
あ
る
等
の
理ff
i
に
依
っ
て
！̂

に
推
測
さ
れ
ぅ
る
。
毛
^
^
業
部
門

:
、.

.

.

•

•

 
.

.

.

主
耍
繊
雑
産
業
に
於
け
る
設
備
投
資
の
計
量
分
析
に

よ
る
：一
.考
察

に
開
し
て
は
V
売
上
高
変
化
、
利
潤
変
攀
を
説
明_

と
し
て
導
入
し
た. 

合
、
及
び
そ
.の
他
の
説
明
変
数
を
使
用
し
た
場
合

何

れ

も

相

関

は

'

不
充
分
で
あ 

.つ
た
0 .

以
上
第
一
表
に
関
す
る
計
測
結
果
に
就
い
て
の
検
對
を
終
る
が
、
こ

こ 

で
は
業
種
に
依
つ.
.
'
S
差
が
あ
る
が
加
速
度
効
果
の
存
在
、
投
資
資
金
の
外
部 

依
存
度
の
高
位
性
が
推
察
さ
れ
た
。
叉
、
投
資
の
景
気
循
環
に
依
ず
る
循
環
性 

と

5

の
繊
維
部
門
に
於
け
る
刹
潤
原
理
の
効
果
性
が
認
め
ら
れ
た
。
か
く
し 

て
、
専
ら
で
な
い
が
投
資
需
要
が
技
術
的
側
面
と
企
業
者
の
行
動
的
側
面

I

需
.
 

要
又
は
利
潤
の
期
待
の
面
と
資
金
調
達
面
等

—

か
ら
分
析
さ
れ
う
る
可
能
性
の 

存
在
が
.認
識
さ
れ
る
と
袞
つ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
逋
M

部
門
で
は
上 

の
分
析
法
に
従
わ
ず
指
数
的
分
配
ラ
ッ
グ
を
伴
う
資
本
ス
ト
ッ
ク
と
産
出
高
の 

調
整
過
程
を
示
す
口
 

.ィ
ー
ク
式
に
準
扼.し
て
分
折
を
行
な
つ
た
が
、
リ
ア
ル
面 

，か
ら
の
接
近
で
あ
る
。
計
測
結
果
は
前
に
承
し
て
置
い
た
が
、
調
趁
係
数
の
示 

す
値
は
取
潋
的
で
あ
り
、'今
期
及
び
前
期
の
売
上
高
に
関
し
て
感̂g

で
あ
.る 

点
プ
ロ
.丨
ジ
ブ
ル
で
あ
る
が
、
相
関
度
は
充
分
備
足
す
べ
き
結
果
で

な
い
。
当 

該
投
資
函
数
の
適
用
に
於
で
は
前
提
と
：な
る
資
本
ス

卜

ッ
ク
と
産
出
高
の
調
整 

.機
構
.を
示
す
式
の
仮
説
検
定
が
優
先
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
次
に
.、

(

謂

変

数
 

を
説
明
変
数
に
導
入
し
た
場
合
、
h

前
者
よ
り
稍
劣
る
相
関.を
示
し
、
当
該
部
門 

の
投
資
函
数
に
関
し
て
は
衾
、
更
に
検
討
を
期
し
た
い
。
次
に
、.，
第
二
表
の 

物
的
資
料
に
基
づ
く
計
測
結
果
.の
検
討
欠
移
る
が
綿
雜
藏
業
に
関
し
て
は
ヶ

I
 

.ス
：̂
1及
び
(2

に
関
し
て
嵌
線
が
第
七̂

;
示
さ
れ
る
。
ヶ
ー
ス
⑴
と
⑵
は
単
に 

函
数
型
の
相
違(

前
者
が
：.対
数
線
型
、
後
者
が
単
純
線
型

)

を
示
す
，だ
け
で
あ
る 

.が
昭
和
ニ
七
年
上
期
よ
り
昭
和
三

I.

年
下
期
に
至
る
期
間
に
於
て
昭
和二
八
年 

\
 

,

.

一一一
 

セ

(

一一一*.
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の
ブ
ー
.ム
期
に
於
て
耶
離
が.見
ら
れ
.る
の
は
第
一
表
に
於
け
る
若
干
の
部
門
に
，
 

'関
す
.る
場
合
と
同
様
で
あ
るo
:ご
こ
で
は
昭
和I

一
七
年
が
初
期
時
点
と
な
つ
て_
 

居
る
が
動
吼
ブ
ー
ム
の
余
波.に
依
づ
そ
高
い
投
資
率
を
示̂
て
い
る
0 
:こ
の
授 

資
函
数
に
於
て
は
前
述
の
通
り
投
資
は
精
紡
機
の
蓮
転
可
能
錘
数
の
対
前
期
比 

を
以
？
て
示
さ
れ
、
産
出
高
変
化
は
物
量
表
示
の
産
出
高
の
対
前
期
比
で
示
さ 

れ
て
居
る
が
、
当
該
期
間
に
於
：て
は
前
期
の
投
資
が
今
期
投
資
に
強
い
影
響
カ 

を
与
え
、
.需
要
効
果
は
か
な
り
軽
微
で
あ
る
様
に
見
え
る
が
、
説
明
変
数
間
の

'
 

,内
部
相
関
の
影
響
が
存
在
す
る.%
の
と
因
さ
れ
る
の.で
、
加
速
度
効
果
の
影
響.

一

0
1
.
5

に
関
し
て
は
_

し
：離
い
。
因
み.に
、
.新
々
魴
十
社
を
任
意
•抽
出
し
て
同
様
な 

関
係
で
計
測
す
れ
ば
、
需
要
変
動
に

1

な
り
弾
力
的
：で
あ
る
。
併
し
、
何
れ
も 

動
乱
後
の
異
常
肌
を
含
み
異
質
的
経
済
環
境
間
に
跨
る
の
で
次
の
レ
ー
ヨ
ン
の 

場
合
^
同
様
で
あ
る
が
問
題
で
あ
ろ
ぅ
。

レ

ー

ヨ
ン
に
関
し
て
は
昭
和
ニ
五
年 

か
ら
昭
和
三
一1年
間
.に
於
け
?>
\
計
測
結
果
で
は
加
速
度
効
果
が.顕
著
で
あ
り
、 

.
期
待
需
要
の
齟
齬
が
少
な
か
：つ
た
事
情
を
反
映
す
る
。
比
較
の
爲
戦
前
の
場
合 

も
例
示
し
て
置
い
だ
が
極
め
て
類
似
し
た
投
資
構
造
を
も
つ
と
云
え
る
。
何

れ

■
 

も
第
一
一
表
で
示
さ
れ
る
計
測
期
間
に
関
し
て
ト
レ
ン
ド
的

^-
^
を
達
成
し
た
が 

需
要
変
動
に
対
し
て
投
資
が
か
な
り
パ
ラ
レ
.ル
.で
あ
り
、
又
感
ぽ
的
で
あ
る
特 

、
質
を
示
す
。
次
に
合
繊
部
門
に
関
し
て
は
相
関
度
の
有
意
性
に
於
て
劣
位
で
あ 

る
等
の
理
闰
に
ょ
つ
，
て
構
造

t

ラ
メ
ー
タ
ー
に
関
し
て
は
信
頼
性
が
高
く
な
い 

が
、
前
年
の
需
要
変
動
、
一

一

年
の
ラ
ッ
グ
を
伴
ぅ
先
行
投
資
に
感
疮
的
で
あ
り
、 

特
に
後
者
の
説
明
変
数
に
関
し
て
は
前
の
化
娥
部
鬥
の
場
合
と
ほ
ぽ
同
様
な
関 

係
が
類
比
さ
れ
る
。
以
上
で
第
一
一
表
に
於
け
る
計
測
結
果
の
検
討
を
終
る

^
と 

す
る
が
、i

に
残
さ
れ
た
問
題
は
各
部
門
に.'於
け
る
規
模
適
性
化
を
意
図
す 

る
投
資
行
動
、
技
術
水
準
の
変
化
、
■例
え
ば
綿
襲
業
に
於
け
る
紡
出
桥
手
構 

造
の
変
化
.

(

細
番
手
化
.：}に
対
し
産
出
高
当
り
の
精
総
機
錘
量
の
増
大
に
0
ず
る 

投
資
行
動
の
検
討
で
あ
る
。
又
、

一
般
的
に
長
期
的
安
定
性
を
確
保
す
る
投
資 

函
数
の
定
式
化
に
関
し
て
説
明i

の
.選
定
、
.及
び
函
数
型
の
決
定
に
就.い
て 

の
一
層
の
吟
味
は
他
日
を
期
し
た
：い
。
な
お
、
前
^
の
通
り
昭
嵆
ー
セ
年̂
㈣ 

に
於
て
は
繊
維
部
け
内
に
於
て
も
近
代
化
投
資
、
合
理
化
投
資
が
進
展
し
た
が 

次
節
に
於
て
そ
め
効
果
発
現
の
問
題
に
就
い
て
言
及
す
る
事
と
す
る
。

第 三 表

\
繊 維 業 綿 紡 綠 化 繊 紡 織 毛 紡 織

Gp l 7-5% 5.7% 7.5% 5.1%
Gk 4.9% 3.5% 8-3% 3.0%

Gpz;: 付 加 価 値 生 産 性 の 増 )J3率  

Gk  : 資 本 ス ト ッ ク の 増 加 率

(何 れ も 期 当 り の 増 加 率 )

谶

%

0 %
,
| 

)

効
果
を
杷
握
す
る
翦
は
極
め
て
肝
要
で
あ
る 

|

 

,
5
. 

3
. 

|

が
、
ド

マ_

ル
S

I

本
S

面
の
み
の 

■
0
%:
>
 

. I

 

一
Tg
i

g
考
察
に
留
ま
り
、
労
働
の
側
面
が
捨 

,

難

7.
5

8.
3
, |

申

^

象
さ
れ
て
い
る
事
は
屢
々
指
摘
さ
れ
る
通
り

表

化

，

，

f

 

g

期

で

あ

る

。

近
代
的
投
資
ば
上
述
の
両
効
果
の 

寨

密

％ 

%

の

増

も

3.
7

3.
5'

性

の

れ

発
現
を
意
図
さ
れ
る
に
留
ま
ら
ず
、
更
に
労 

三
.
礙

5 

3

產

ク

咏

，

第

.
賴 

生

ッ

cf
働
節
約
的
技
術
革
新
に
伴
っ
て
、

一

面
に
於 

業

谈

9%
雛
ス
て
利
潤
追
求
の
プ
口
セ
ス
の
一
環
で
あ
り
、
 

雌

7 

4

# ;
J

財
重
要
な
技
術
水
準
推
移
の
指
標
で
あ
る
労
働 

I

:

:

生
産
性
の
向
上
に
集
約
さ
れ
て
い
る
^
は
明 

/

 

%

み

む

白

で

あ

^

こ
こ
で
織
維
部
門
の
投
資
効
果 

一、

. 

を
考
察
す
る
に
当
っ
て
労
働
生
産
性
向
上
と 

投
資
と
の
相
関
を
主
に
検
討
し
、
併
せ
て
資
本
生
産
性
に
関
し
て
触
れ
て
み
た 

い
と
思
う
。
今
、
労
働
生
産
性.の
変
動
の
説
明
要
因
の
中
、
投
資
と
技
術
進
歩

の
両
耍
因
を
スト
ラ

テ

デ
ッ
ク
な
双
ic

と
し
て
計
量
的
手
法
で
時
系
列
分
析
を 

試
み
る
事
と
す
る
。
分
析
を
進
め
る
前
に
主
要
戡
維
部
門
に
於
け
る
日

f

料 

に
基
づ
く
付
加
価
値
生
産
性
増
加
と
、
ほ
ぼ
集
計
範
囲
が
一
致
す
る
ヾ
»

罾
罾 

に
基
づ
く
夫
々
の
部
門
の
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
増
加
の
テ
ン
ポ
を
一
様
な
罾
矶

g

 

成
長
：ど
見
做
し
て
計
測
す
る
と
昭
和
一
一
,ー
〇
年
上
期〜

昭
和
三
四
年
上
期
に
関
し 

て
は
第
三
表
の
通
り
と
な
る
。
こ
の
結
果
は
勿
論
真
の
傾
向
を
表
現
す
る
も
の 

で
な
く
晚
にG

P
Z
,

に
於
て
は
第
士
一
図
で
示
さ
れ
る
ょ
ぅ
に
多
少
の
サ
イ
ク 

ル
面
が
#.
在
す
る
の
で
期
間
選
定
如
何
で
差
が
生
じ
又

G
i
c

に
関
し
て
も
同

• 

I 
一一
 
九

(

ニー.九)

(

1)

今
、
平
均
資
本
係
数
の
動
向
に
関
し
て
昭
和
ニ
七
年
ょ
り
昭
和
三
四
年 

に
至
る
期
間
の
固
定
資
本
成
長
率
と
産
出
高
成
長
率

(

何
れ
も
リ
ア
ル
成
長 

率)

の
関
係
は

例
と
し
て
代
表
的
製
造
業
に
於
て
一
七.
六
％
と
ー
日
へ|5
|

%

 

で
あ
り
、
紡
織
業
に
於
て
一

11

•
六
％

と
一
〇
•
六
％

で
ぁ
り
、
固
定
資
本
成 

長
率
が
売
上
高
成
長
率
を
凌
駕
し
資
本
係
数
は
正
の
ト
レ
ン
ド
傾
向
を
示
唆 

す
る
。訃

測
式
は

-

^

^

=々Y

H

f

—

7

v(

H

4

K

}

-

d

r

u

r 

ヤ
示
さ 

れ
K
は
資
本
ス
ト
ッ
ク
、

Y
は
産
出
高
、

U
は
ラ
ン
ダ
ム
シ
ヨ
ッ
ク
、

of
、

は
夫
々
反
芯
係
数
、
ス
は
調
整
係
数
、
，
V
は
ト
レ
ン
ド
を
一
ホ
す
。

(

3)

三
期
以
外
の
場
合
も
夫
々
相
関
を
検
討
し
た
が
、
三
期
の
場
合
が
最
も 

相
関
が
高
い
の
で
こ
れ
を
利
用
し
た
。
他
の
説
明
変
数
の
ラ
ッ
グ
の
決
定
も 

同
様
な
方
法
に
依
る
。

(

4) 

K

s

n

s

f

y

r

Y

&

Y

s

i

t

u

、
で
示
さ
れ
る
。

三
繊
維
部
門
に
於
け
る
投
資
効
果
：

前
節
に
於
て
繊
維
部
門
の
投
資
行
動
の
計
量
的
構
造

&
T

若
し
く
は
記
述 

を
試
み
た
が
次
の
段
階
、と
し
て
同
部
門
に
於
け
る
救
資
の
結
果
的
側
面
、
即
ち 

投
資
効
果
の
考
察
を
行
な
ぅ
亊
と
す
る.°
投
資
効
果
に
関
し
て
は3 

.

D•
ド 

マ

ー

ル

の㈤
員
畠
罾
に
趴
け
る
ぽ
罾
の
一
一
重
性
と
し
て
所
得
及
び
生
産
能
力
の 

創
出
、
又
は
増
大
効
果
の
提
言
が
あ
る
が
前
者
は
限
界
消
費
性
向
に
依
存
す
る 

粟
数
効
果
、
後
者
は
社
会
的
ポ
テ
ン
シ
ア
ル
な
¥
あ
生
産
性
に
双
#
す
る
生
産 

容
カ
増
大
効
果
で
あ
る
事
は
周
知
の
通
り
で
あ
り
、
か
か
る
両
側
面
か
ら
投
資 

’主
要
繊
維
産
業
に
於
け
る
設
備
投
資
の
計
量
分
析
に
ょ
る

 

一#
察



I ]T I 双一

纖 業 綿紡織 化繊⑴ 化織⑵

a 4.443 10.280 2.583 2.644
-0,1451

0.03000 0.0736 0.0457 0.0522
V -3.423 -9,479 -1.615 -1.336
0 1 1 1 1 , 2
R 0.8738* 0.8863* 0.9372* 0.8342

15
C

£
c

.g:

.
相
互
間
で
内
部
相
関
が
存
在
し
、
従 

:.
有

；
，？
て
多
重
共
線
性
の
生
ず
る
事
が
多 

ン
分
に
淑
定
さ
れ
る.の
で
、
か
.か
る
韋 

5%
':
,
:
味

か

ら

も

現

実

の

分

析

に

於

て

は

投
 

咖

.:
資
変
数
は
概
ね 

一
._

に

限

定

し
 

t

 

:

た

な

お

、
：

)

計
測
対
象
と
さ
れ
る
部 

門

は

鑛

業

、
綿

霉

及

び

化

熾

，.

で
あ
り
、：
化
繊
部
門
に
関
し
て
は
ニ 

つ
の
構
造
方
程
式
を
用
い
て
分
析
を 

'

試
み
た
:0

'

'.
.
第
四
表
は
上
述
の
構
造
方
程
式
に 

対

し

最

小

自

乗

灌

法

を

用

い

た

場

合

の

分

鬆

果

で

あ

る

。

(

I

 

丫
 (

I

)

に 

於
て
統
計
的
に
ほ
ぼ
満
足
さ
れ
る
結
果
が
導
出
さ
れ
た
。

(

F

)

の
場
合
は
一
一,

の
ラ
ッ
グ
を
持
つ
投
資
変
数

第四表計測結果■- ' … . . '

32上

第 九 図 :

31下
32
33
J33下

31上

30下
30上

pjLt 2.0(

「80

60

40

20

PJLI
PL-30

1.0(

2L

K

Kの
構
造
パ
ラ
メ
ー
タ
し
か
負 

§

 

.
と
な
り
、
：既
途
の
欠
陥
が
露 

1.
0

® :

呈
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ 

る
。
：他
の
場
合
は
何
れ
も
構 

造
パ
ー
フ
メ —

ター

of

、

沒
は 

.凡

て

正

.
で

あ

り

も

と

よ

り

理
 

論
的
に
整
合
的
で
あ
る
。
こ 

こ
で
第
三
表
と
の
開
連
を
吟

00 1.0c
cm

様
®

亦
n

,

°へ-

H

の

計

測

に

於

て

は

昭

和

一

一

隱

年

上

期

を

最

_

存

と

し

た
 

.
'の
：で
実
際
の
趣̂

g

は
こ
れ
ょ
り
若
干
下
廻
る
も
の
と
見
ら
れ
る
0
上
の
結
果 

ょ
り
当
該
期
間
に
於
ズ
は'概
.ね
投
資
効
果
が
付
加
_
植
生
産
性
の
增
大
効
果
べ 

寄
#
し
て
い
る
と
見.て
ょ
い
で
あ
ろ
ぅ
。
併
し
上
の
：考
察
は
中
間
的
過
程
を
省 

略

し

：た

考

察

に

留

ま

マ

た

が

'.
,*

こ

こ

で

昭

和

 
一
一5

年
1〜

一
一
一
三
#

T
に
至
る
八 

期
間
の
構
造
把
握
を
計
量
分
析
に
依
？
で
試
ん
る
事
と
す
る
0

V
期
の
付
加
価 

値
生
産
性
は
三
〇
年
上
の
クC
れ

に

対

す

る

比

率

を

.以

づ

て

指

数

化

さ

れ

投

資

量
 

は
当
該
資
本
ス
ト
ッ
ク
め
对
前
期
比
で
示
し
更
に
技
術
進
歩
を
内
包
す
る
ト
レ 

ン
ド
を
説
明
靈
と
し
て
導
入
し
て
靈
方
程
式
を
次
の
様
に
定
式
化
す
る
。

、P
Z
3。

ト
1

?

^

~

£

|

?

1

+

^

古
+

豸〔

立
 

”

«»

痛
，«.
:
:
:ブ
K v

r
,
w

?.
Ml
>.
ト
,y
 s 

v>〕

投
資
の
労
働
生
産
生
向
上 

に
対
す
る
反
応
は
、ラ
ッ
グ
を
伴
つ
て

影
響
す
る
と
想
定
さ
れ
る
の
で
、
上
記
の

.

ょ
ぅ
な
設
萣
を
行
な
マ
た。
.
 

併
し
投
資
変
数
は
一
殳
双
だ 

け
に
限
定
し
て
も
第
八
図
及 

び
第
九
図
に
於
け
る
様
に
若 

干
の
期
を
除
.い
て
、
ほ
ぽ
、 

推
定
さ
る
べ
き
回
帰
線
に
沿 

.つ
：て
い
る
様
に
相
関
図
か
ら 

，

は

れ

る

。

又

前

節

の

.授
 

資
分
析
で
屢
々
観
察
さ
れ
た

32上
下

第 八 図 :

32下
y

31上3上
33下

30下

1.09 1.13 
繊j

上

化
.011.05

丨

f,L30 t
l.8 f.80

.60

40

20 -

00

様
に
投
資
変
数|K

r
0
l
l
.

0 ,0£

第 十 図 :

Kt

32±  T  33上下  

繊〕

 p------ 1 ~ ~ - | T —
30上 下 31上下

化

L t

80

.20

.00

味
す
れ
ば
、
第 

三
表
：で

繊

維

部

：
 

門
で
は
0

5

>

 

G

h
 

の.
.

P

係
‘
 

が
@

を
除
い 

て
''
一
 

応
成
立
：
 

し

た

力G
h
 

.

が

犬

な

る

.
場

合
 

程

«:
の

値

が

大
 

と
な
る
事
は
自 

明
の
結
果
で.
あ

，
 

一
る
。
次
に
、
上

の
理
論
式
か
ら
得
た
結
果
と
実
現
値
と
の
変
動
は
ル
^

⑴

に

関

し

て

は

飨 

十
図
、
'綿
i

業
に
関
し
て
は
第
十

.一

囡

、
で
図
示
さ
れ
る
。
嵌
線
の
適
合
度 

は
^
の
値
を
当
然
1

^

-る
が
、
何
れ
4

{ー
三
年
上
の§

が
大
^

^
又
綿
，
 

I

に
於
て
は|ー

一;

一
年
下
の
乖
離
が
大
き
く
、
転
驚
誤
差
に
関
じ
て
は
特
に
ノ 

当
部
門
.に
：関
し
て
か
な
り̂

^
す
る
。
.
±
の
分
«
か

ら

三

〇

ギ

±

〜

ー
ー
ー
ー
ー

?

下 

に
至
る
八
期
間
に
於
：て
構
造
的
安
定

i

は
計
測
期
間
の
範
囲
を
含
め
て
考

M

す 

れ
ば
確
か
な
立
言
は
出
来
な.•い
が
、_当

；
^

間

に

於

て

付

加

価

値

生

産

他

の

変
 

動
に
対
す
る
投
賛
叹
積
極
的
役
割
ば
、

：

構
造
的
に
不
充
分
午
ら
賺
、.
及
至
説 

明
し
得
た
も
の
と
思
わ
れ
る
ぴ
次
に
付
加
価
値
生
産
性
の
変
動
に
対
す
る
若
午 

の
i

を
与
え
を
事
に
す
る
ヤ
付
加
価
値
生
産
性
の
変
動
，は
、

.設
m

g
資
効
率

の
変
動
と
労
働
装
備 

率
©:
変

動

の

合

成

的
 

i

:
と
し
て
、
か
か 

る
耩
成
廢
素
の
変
動 

か
ら
説
明
さ
れ
る
場 

合
と
、
付
加
価
値
額 

と
常
用
労
働
者
数
の'
 

夫
々
の
^-
1 |
:か
ら
説 

明
さ
れ
る
場
合
が
可 

能
で
あ
る
が
、
前
者 

の
側
面
か
ら
吟
味
を 

試
み
る
事
と
す
る
。

そ
こ
で
、
♦
、
券
該
期
間
の
付
加
価
値
生
産
性
、
及
び
設
備
投
資
効
率
と
労
働 

装
備
率
の
時
系
列
変
動
を
夫
々
、
'
第
十
一

一

図〜

，第
十
四
図
に
於
て
示
す
。
第
十 

三
因
よ
り
設
備
投
資
効
率
の
変
動
は
パ
タ
ー
ン
と
し
て
好
況
期
に
上
昇
、
;
不
況 

期

に

！
^

す

る

予

想

さ
板
る
結
果
を
示
すが
、
こ
©

:サ
ィ
ク
ル
に
ト
レ
ン
ド傾 

向
が
存
在
：す

る
.が
、
：否
か
に_
し
て
は
.

|
第
十
ー
ー
：
一

図

か

ら

判

断

出

来

な
 

:

い
^
製
造
業
と
繊
維
茱
と
の
相
対
関
係
に
於
て
は
ァ
戡
維
寒
は
約
邠
^
程
度
設 

備
投
資
効
率
の
永
準
が
低
位
で
あ.る
。
；織
維
部
門
内
に
於
て.は
綿
I

は
紙
維 

業
水
準
よ
.め
稍
低
位
で
殆
ん
ど
パ.'
フ
レ「

ル
に
変
動
す
る
。
化
娥
業
は
三

一,

年
下
，
 

以
降
娥
維
業
水
準
を

若
！#

-

廻
る
結
果
を
示
す
が
、
：以
上
め
事
態
に
就
い
て
長 

期
的
傾
向
を
去
々
す
る
事
は
出
来
な.い
。
一
次
に
、
労
働
装
備
率
の
変
化
に
視
点

主
要
織
維
產
業
に
於
け
る
設
備
投
資
の
訐
量
分
析
に
.ょ
る
一
考
察

四

(

四
一0



を
¥

る
ど
$

^
圓

で

亲

ざ

鑛

が

洛

何

砮

同

様

蟹

_

藝

明

要

あ
る
。製
造
業
水
準
に
対
し
て
繊
維
業
は
低
位
で
あ
り
、

繊
維
部
門
内
に
於
，て
化 

繊

業

，は

遙

か

に

高

位

で

、

.：
製

造

業

水

準

を

も

凌

駕

し

ト

レ

：
：
：ン

ド

傾

甸

が

|

^

顕
 

；
で
邊

該
^

1
0初
期
、露

の
.間
に
和
な
り
©
開
差
を
生
ず
る
。 

次

に

：
付

加
M

生
1

の
検
討
.に
入
る
_

'
第
十
'-
-
*面

ょ
^
,
#加
1

生
産
生 

は
サ
イ
ク
W
面
を
含
み
乍
e>
:
上
昇
傾
向
が
明
瞭
に
看
取
さ
れ
る6 (

製
造
業
：に
於 

て
は
当
^

^
間
ト
レ
ジ
ド
面
が
濃
屢
で
あ
る
の
に
対
じ
で
^

^
部
ほ
は
若
甲
の
.
 

サ
イ
ク
ル
面
が
観
察
さ
れ
、
付
加
価
蟹
産
性
の
水
準
は
遙
：か
；に
低
俾
で
お
か
。 

繊

雜

部

門

間

に

於

、
て

変

動

'の

。
ハ'
 
タ

丨V
.

は

酷

似

し

て

居

り

化
繊
部
門
が
繊
維業

水

準

ょ

り

高

位

で

あ

り

、

v
綿
部
門
は
同
水
準
ょ
り
稍
低
位
：で
；知
る
。
.こ
，£
で
：

.

.

.

.

•下
丨

.

付
加
価
値
生
産
性
と

M

設
備
投
資
効
率
及
び 

,

f
労
働
装
備
率
の
相
互 

.

関
係
の
検
討
を
行
な 

ぅ
事
と
ず
る
。

(

製
造 

業
部
門
の
願
著
な
付 

加
価
値
生
産
性
の
上 

昇
傾
向
と
水
準
の
相 

対
的
高
位
性
は
、
設 

備
投
資
効
率
の
相
対 

的
高
位
性
と
労
働
装 

備
率
の
上
昇
傾
向
の

図:

Q

0-
o

,
 

>

o
 

V 

0

.

0 

o

7
 

6 

5 

4 

•
付
加
価
値
生
産
性

X
P做
的
^
^
.で
名
^

^

薇
業
部
門
に
於
げ
石
化
繊
綠
織
業
办
付
加
価
値
坐
産 

:

性

の

相

対

的

ー

邏

準

と

' 
ト
丸
レ
ン
'ド

の

中

に

比

較

的

に

サ

ィ

：
ク

ル

面

が

他

ょ

り 

:規
出
す
る
0
は
労
慟
装
備
率
水
準
の
相
対
的
高
位
性
と
そ
の
省
加
の
テ
シ
ポ
の 

、
高
度
众
石
事
実
^

敦
備
投
資
効
率
の
來
均
水
準
の
稍
低
位
な
る
点
を
遙
か
に 

.压
倒
.し
設
^

^
資
効
率
：の.サ

ィ

ク

ル

面

を

増

幅

す

る

：か

ら

.に
他
な
ら
な
い。

, 

紐
織
部
門
の
繊
維
業
に
対
ず
み
付
加
価
値
坐
産
性
の
相
対
関
保
は
何
れ
も
前
述 

.の
通
々
サ
や
ク
：ル.を
含
ド
レ
ン
へ
ド
傾
向
で
あ
る
が
秀
両
者
間
め
賺
差
に
離
反
.
 

接

近

の

傾

向

が

：
あ

る

：

.の

は

設

備

投

資

効

率

に

於

け

る

若

^

の

開

差

が

労

働

装

備
 

率
の
上
昇
過
程
に
於
け
る
相
対
的
テ
ン.ポ
の
差
に
依
っ
て
多
少
強
化
、
相
殺
さ 

れ
る
関
係
に
あ.る

か

：
ら

で

、
.
両

者

の

平

均

水

準

の

羞

は

娥

維

業

に

於

け

る

設

備

:

投
資
効
率
と
労
働
装 

備
率
の
平
均
水
準
の 

.相
対
的
優
位
性
か
ら 

生
ず
ふ
。
.以
上
の
考 

.
察

に

依

っ

て

労

働

生
 

産
性
の
上
昇
傾
向
に 

ド
ミ
ナ
ン
ト
な
影
響 

を
与
え
る
要
因
は
労 

働
装
偷
率
の
上
昇
傾 

向
に
あ
り
、
サ
ィ
ク 

ル
面
を
現
出
す
る
の 

は
設
備
投
資
効
率
の

三図:

製 造 業  

撇 讎  

化 雌  

綿 雜

o
 

o
 

o

o
 

8
 

6

.

設
備
投
資
効
^

20

下
3 0 下 3 1 上 下 3 2  h 下 3 3  

設 備 投 資 効 率 の 時 系 列 変 動

— n  1 II 1 1 — B M W O B —

期 間 有形固定資 
産増加率

g jrrr:-vaa>M—

雇用増減率

(製造業) 3 0 下〜3 3 下 8 . 2 % 1 . 7 %

繊維業 〃. 5 . 0 妗 — 2 . 1 %

. 綿 妨 織 f t ! 4 御 — l A f o

化 繊 " . . .
:8 . 0  铬 . —0 .4 ? &

を
必
要
と
す
る
が
他
の
機
会
に
検
討
を
加
え
た

節

率

恥
#

御

I
'

パ
1)

合
理
化
投
資
、
近
代
化
投
資
に
ょ
る
労

表

|

_
、

■
か

1

“

働
生
■産
性
向
上
.に
対
し
て
綿
紡
績
業
に
於
て

一
ユ
有

産

-

、

•

は
ス
ー

パ
，
I

ハ
ィ

ド

ラ
フ
ト
、.

ラ
ー
ジ

パ
ッ

第|

間

:
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-
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ニ
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マ
チ
ッ
ク
ク
リ
ヤ
ラ
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i
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'
l
i
.

'/
/
'
 

/

丨
ト
マ
チ

.ッ

.ク
ス
.プ
ー
ラ
ー
等
の
設
置
を
進 

_

 

: 

,

#
さ
せ
て
い
る
が
ラ

1
ジ
パ
ッ
ヶ
ー
ジ
の
設 

I

業

業

爲

繊

®
状
況
は
昭
和
三

0
年
六
〇

•
五
％
、
同
三

き

静

纖

化

，
.

三
年
七
三
'
.
0%
、

マ
チ
ッ
ク
タ
リ 

f 

^
c
v

:
 

ヤ
ヲ
I
は
夫
.々
六
八
％
と
九
 

一％
で
あ
り
、
 

逐
年
合
理
化
.
.近
代
化
が
促
進
さ
れ
労
働
生
産
性
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。

生
産
性
と
し
て
物
的
生
産
性
か
ら
綿
紡
績
業
に
例
を
と
っ
て
、
こ
れ
を
労 

働
生
産
性
と
資
本
坐
庳
性
の
夫
々
の

1

.指
標
面
か
ら

.昭
和
兰

Q
年
下
期
と
昭 

和
兰
：四
年
.上
期
間
で
：比
軟
す
る
と
卞
に
示
，す
通
り
と
な
る
。：

■

.

.

.
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当
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業
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数
一
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こ
.こ
で
実
番
手
の
場
合
、
平
均#.
手
が
.ほ
ぼ
.等
し
'く
て
：も
紡
出#
手
.榔
成
.は

.

■四
三
：

.

(

四
三
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四図:
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労 働 装 備 率 の 時 系 列 変 動

変
動
に
由
来 

す
る
関
係
が 

明

白

で

あ 

る
。
こ
こ
で

労
働
装
備
率 

の
顕
著
な
上 

昇
傾
向
に
対 

し
て
有
形
固
.
 

定
資
産
と
雇
.
 

用
量
の
相
対 

関
係
上
り
檢
.
 

討
を
加
え
る

n

o
 

o
 

o

7;
t

4
 

2
 

o

' 

.

露
装
備
率

な
ら
ば
、
今
三
〇
年
下

〜

三
三
年
下
の
期
間
に
於
け
る
両
者
の
平
讓
減
率
は 

第
五
表
の
通
り
と
な
るの
で
、
表
よ
り
繊
維
部
門
に
於
け
る
労
働
装
備
率
の
上 

昇
は
有
形
固
_

産
め
か
.な
り
の
増
加
と
雇
用
旦
里
の
減
小
ノ
効
果
に
依
り
、
労
働 

装
備
率
の
増
加
に
何
九
も1£
-
の
効
果
を
付
与
し
た
事
と
な
る
。
化
繊
部
門
に
於 

て
は
雇
用
縮
小
は
撤
少.で
あ
り
、
労
働
装
備
率
の
急
テン
ポ
の
上
昇
は̂

ん
ど

.
 

有

形

固

定

資

産

の

増

加

、
ベ
双
資

)

の

結

果

と

見

ら

れ

る

.
。

他

の

夫

V

の
部
門
に 

於
て
も
労
働
装
備
率
の
上
昇
に
对
し
て
有
形
固
震
産
増
大
が
明
瞭
で
ぁ
る

。
.
 

又
こ
こ
で
労
働
.に
対
ず
る
資
本
の
代
替.

(

労

働

節

約

的

技

術

革

新

，に
：
依

る

)

頃
.
 

向
が
進
展
し
つ
つ
あ
る
事
が
窺
知
さ
れ
る.0
:茂
働
坐
避
性
上.昇g

対
す
る
投
資 

の

効

果

は

更

に

設

獲

資

効

率

の

撒

成

項
！！！！

例

え

ば

純

利

益

等

に

対

す

る

吟

味

主
要
繊
維
産
業
に
於
け
る
設
備
投.資
の
針
量
分
析.に
、
ょ

る

一

考

察



表
-
J

0
.

料 
'
造製

C

資 本邦祺業成親分析より抜粋 

取位；百万ra

’ （減価償却費欄で（ ）は社数） 

〔雜 織 業 〕 ，単位：百万円

年 •期 \ 社 数 瑋物•機械 固定資産 売 上 高
総 利 益 減価償却

28上
*

66
■ ■ 

140,879 168,919 245,632 31,248
! (49 )

4,567
下

29Jt

62

56

149,782

158,569

180,175

189,250

265,915

247,562

46,857

42,131

(54 )
7,061

(5 5 ) 
8,519

下
// 161,889 195,265 228,245 30,144

(6 5 )
8,855

30上 " 165,149 203,765 221,524 29,477 9,956
下 55 169,142 215,132 239,454 33,983 10,831

31上 " 178,763 231,573 263,568 41,855 11,941

下 // 195.627 257,956 290,333 52,990 13,201
32上 M 208,681 280,377 294,570 49,179 14,538

下 // 219,291 300,914 282,306 39,895 14,099
33上 " 236,682 309,925 250,233 28,071 14,523

下 // 236,245 315,653 259,594 29,891 15,602

年 •期\ 社 数 | 雄物♦槔械 固定資産

KMSBaaMnnBHaHaHwnnn

売 上 高 総 利 益 減価償却

28上 382 477,360 606,508 1,028,102 193,430
(336)

22,708

下 395 613,761 763,865 1,182,264 229,739
(390)

81,935
29上 425 735,732 914,659 1,219,917 236,580

c m
40,719

下 // 805,642 995,652 1,209,697 211,676
(424)

45,192
30上 417 843,041 1,049,044 1,277,206 224,571 48,916

// 860,799 1,097,712 1,421,782 258,547 54,560
31上 416 890,040 1,169,296 1,627,469 ；303,652

- .• 
59,457

下 415 937,084 1,315,932 1,875,307 362,368 64,464
32上 414 1,043,070 1,510,406 2,049,491 393,839 74,488
下 413 1,147,026 1,625,052 1,992,271 365,870 ( 74,686

33上 V 1,264,523 1,811,382 1,916,869 340,462 80,102
下 412 1,357,684

---- -̂-- :
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主翦企業経常分析(調盗） 
及び同資料より辅足箅定

屈用労働者当りの 
付加価他生鹿額 装備率

設備投資 
効 率

純利益

60,772
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93,849

純売上高

”
o

 6

1
63
69 

r 

2
, 

4
, 

3

-

7 

2

 3

 
1
1

f 川響

o

 1
2

 2

 1

 6

 1

5
 

o
 

1
 

5

5
 

5
 

7
 

5
 

4
 7
 

8
 0
 

o
 7
 

8

 0

 8

 

8
9f
5
1
^
-

 

4
 

9
 

0
 

6
 

5
 

6
 

5
 

1

1

2
 

2 

2 

2 

2 

111
11
;
1
1
.

 

9
 

3

.

1

1
 

3
- 

4
 

0
 

6
 

9
 2 

.

1

1

4
 

3
 

8
 

0
 

1

7
 

9
,
0
’ 

7
,
4
，
0
,
0
, 

7
 

0
 

6
 

2
 

5

,

3

5
 

8
 

9

-

9 

8

9
 

1

1

1

1

1

1

.

；業

有形固定
分 ' - _產

r■万'内
900,67C 
926,834
980,624

1,084,029
1,237,516
1,367,584
1,471,450
1,555,242

業

年 •期 \ 社数 有形固定 
資 産 鈍利益 純 売 高 常用雇 

用 者
屈用労働者当りの 
付加価値生座額

劳 %  
装備率

設備投 
資効率

30上 51 187,528
197,184

.诨歹闪

12,116

TT 万T1
223,654
245,025 287,041

_ . 千W
312
340

千円

633

9&

54.0
31上
卞

"
"

211,422
232,721

17,437
25,383

271,820
298,626

291,979
291,905

412
568

645
686

69.8
83.0

32上
下

"
7/

250,232
267,850

22,698
13,117

302,331
289,863

299,458
281,184

’ 562 
532
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789

77.6
68.2

33上 

下
〃
//

273,338
273,974

6,358
5,993

255,545
264,540

269,366
259,622

496
516

885
956

54.9
53.0

綿 i ' J j 織

年-.期\ 社数 有形固定 
資 産 純利益 純売よ高 常用雇 

用 者
雇用労働者当りの 
付加価値生産額

労 働  
装備率

設備投 
資効率

: 3 0 上 "

:.r (....下 

i l 上

18
"

百万'円
101,490
103,578

百万'W
2,890
4,312

_苜万円

125,017
133,780 149,918

■ぃ • _ _ 千丹

298
314

千W

64.8

0/0

49,2
" 108,330

116,293
7,511

12,599
148,946
159,690

152,455
152,426

380
526

V 65.4 
68.5

65.2
77.6

32上
下

n 122,716
132,139

12,513
8,396

162,178
156,747

*155,346
149,614

548
524

. 7 1 . 8  
77.5

77.2
66.2

33上
• 下:：
—^-----------：--------—

//
//

185,129
183,992

3,314
1,779

136,211
132,195

138,587
131,005

486
476

86.7
95.2

53.8
48.5

イ 匕 織

年 .斯 \ 社 数 有形固定: 
資 産 純利益

| .'iMiiii i— wrm-u

純売上高 常用雇 
.用 者

雇用労働者当りの 
付加価碴生逛額

9 1 働 
装備率

設備投 
資効率

30上 9
B■万'R

64,828
B•万W

5,215
B万■円

63,387
千円

436
千円 °/o

下 " 70,763 6,141 72,322 80,144 496 778 54,6
31上 " 80,149 8,233 82,536 82,784 560 805 72,4

下 // 92,101 8,884 93,801 84,826 704 892 81.0
32上 7/ 101,747 6,778 93,368 85,894 674 959 70.4

T> // 108,514 2,600 89,117 76,764 624 1,052 55.8
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年 •期 \ 社 ：数 建物•機械 固定資産 売 .：上 '.:高 . 売 出  
総 利 論 蜗価慎却

28上 7 39,254 49,492 41,246
. ' • . . . . .  ...

‘ 9,843 2,171
下 // 42,786 54,200 49,053 12,303

(6)
2,222

29上 // 46,077 58,948 46,744 9,852 2,927
下 // 46,918 60,218 52,378 10,351 3,219

30上 " 48,894 64,426 55,981 11,517 4,116
下 // 53,227 71,915 63,037 13,843 4,948

31上 // 59,816 82,292 73,889 16,503 5,481
下 // 69,696 94,860 84,181 17,679 6,520

32上 " 74,160 105,889 84,084 15,250 7,169
下 76,051 113,268 79,808 15,551 6,577

33上 n 85,859 116,763 74,555 10,311 6,930
if 85,384 120,199 87,576 13,583 7,769

〔綿 • スフ紡織〕
I m m  l u m i m t m m m m m u n 1 -■ 単位：百万円

牢 •期\ 社 数 雄物•機械 固定資联： 堯 '上.高
総 ..利 ..益、：

11 r . 1111 ■ . II 1 II III, Hi,.

減価償却

28上 17 70,437 81,903 138,009 11,339
(13 ) 

. 1,691
下 ” 83,721 98,215 163,100 23,045

(14 )
3,778

29上 〃 89,555 104,346 160,387 24,426
(15 )

4,208
下 // 91,009 107,031 115,050 13,525 4,891

30上 18 93,591 112,276 124,912 •11,358 4,577
下 // 93,799 116,300 134,076 13,702 4,734

31上 // 97,196 122,065 146,404 18,090 5,244
下 // 103,127 132,660 157,531 26,383 5,398

32上 // 110,114 142,288 159,850 25,126 6,053
下 n 116,809 152,813 154,541 20,887 - 6,122

33上 〃 124,262 157,389 183.696 11,941 6,116
下

-暑. ■

n 123,262 158,692 129,831 10,556 6,362
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